
ＪＢＣ主催大会の一部内容見直しについて（別紙）

全日本シニアボウリング選手権大会

満50歳～64歳までの者 満50歳～64歳までの者
満65歳以上の者 満65歳～満74歳までの者
満75歳以上の者 満75歳以上の者

50～59歳　0点　　60～64歳　5点 50～59歳　0点　　60～64歳　5点
65～69歳　0点　　70歳以上　5点 65～69歳　0点　　70～74歳　5点

75～79歳　0点 75～79歳　0点
80歳以上　5歳刻みで5点を加算 80歳以上　5歳刻みで5点を加算

※ 従来のマスターズシニア部門の年齢区分の選手も、今後はハイシニア部門に参加することができます。ただし、ハンディキャップは、70歳以上は一律5点となります。

※ この変更は2023年度（第56回大会）より適用します。

ＪＢＣ会長杯全日本年齢別ボウリング選手権大会

予選 予選

部門決勝 決勝

オーバーオール

ハ ン デ ィ
キ ャ ッ プ

同位の裁定

※ この変更は2022年度（第38回大会）より適用します。

※シニア部門に１名不足が生じた場合、高年齢部門（ハイシニアまたはマ
スターズシニア）の選手がシニア部門で参加することを特例として認める。
ただし、その特例は各連盟１チームのみとし、その場合の選手のハンディ
キャップは５点とする。

ハ イ シ ニ ア 部 門

参加資格

各部門とも、女子選手に１ゲーム１５点のハンディキャップを与える。
７０歳以上の部は、７５歳以上の選手に５歳毎に１ゲームにつき５点のハン
ディキャップを与える。
ただし、オーバーオールチャンピオン決定戦はスクラッチとする。

各部門とも、女子選手に１ゲーム１５点のハンディキャップを与える。
７０歳以上の部は、７５歳以上の選手に５歳毎に１ゲームにつき５点のハン
ディキャップを与える。

予選・部門決勝において同位が生じた場合、第133条に基づき裁定する。
ただし、部門決勝・オーバーオールチャンピオン決定戦において１位と２位
が同点の場合、9・10フレームの決定戦により順位を決定する。

予選・決勝において同位が生じた場合、第133条に基づき裁定する。ただ
し、決勝において１位と２位が同点の場合、9・10フレームの決定戦により順
位を決定する。

競 技 方 法

各部門とも９ゲームの競技を行い（１ゲームごとにレーン移
動）、その合計得点上位より、上位者を決勝進出者とする。

各部門とも３ゲームの競技を行い（１ゲームごとにレーン移
動）、予選９ゲームを合わせた１２ゲームの総得点により、各
部門の順位を決定する。

各部門とも９ゲームの競技を行い（１ゲームごとにレーン移
動）、その合計得点上位より、上位者を決勝進出者とする。

各部門とも３ゲームの競技を行い（１ゲームごとにレーン移
動）、予選９ゲームを合わせた１２ゲームの総得点により、各
部門の順位を決定する。

各部門優勝者が1ゲームの競技を行い、その1ゲームスコア
の最も高かった者をオーバーオールチャンピオンとする。

当該年度のＪＢＣ登録会員（個人正会員、実業団会員）で、各連盟に所属
する満５０歳以上（当該年度4月１日現在）で、各連盟から選出された代表
選手であること。（ただし、個人普通会員は、個人正会員に登録変更すれ
ば参加できる。）

当該年度のＪＢＣ登録会員（個人正会員、実業団会員）で、各連盟に所属
する満５０歳以上（当該年度4月１日現在）で、各連盟から選出された代表
選手であること。（ただし、個人普通会員は、個人正会員に登録変更すれ
ば参加できる。）

変更後 変更前

マ ス タ ー ズ シ ニ ア 部 門

※シニアまたはハイシニア部門に１名不足が生じた場合、高年齢部門（ハ
イシニアまたはマスターズシニア）の選手が若年齢部門で参加することを特
例として認める。ただし、その特例は各連盟１チームのみとし、その場合の
選手のハンディキャップは５点とする。

ハ ン デ ィ
キ ャ ッ プ

変更後 変更前

男 ・女マス ターズシニア

男 ・ 女 シ ニ ア
男 ・ 女 ハ イ シ ニ ア

男 ・ 女 シ ニ ア
男 ・ 女 ハ イ シ ニ ア

男 ・女マス ターズシニア

年 齢 区 分
シ ニ ア 部 門
ハ イ シ ニ ア 部 門
マ ス タ ー ズ シ ニ ア 部 門

シ ニ ア 部 門


